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　交通災害共済とは、交通事故でけがや死亡したとき
に、みなさんが出し合う会費から見舞金を支払う制度
です。交通事故による３日以上の入院又は通院で見舞
金を受け取れます。
※事故状況などにより見舞金が受け取れない場合もあ
　ります。詳しくは、危機管理課（市役所３階）又は
　総務課（アスピアこだま内）へお問い合わせください。
●加入資格
　①市内に住民登録がある人
　②①の人に扶養されている人で、修学のため市外に
　　転出している人

①【児玉地域】
●対象地区　児玉、金屋、秋平 ･ 本泉、共和
●日時　２月 24 日㈮　午後１時～３時
●場所　JA 児玉営農経済センター
　　　　（児玉町蛭川２３９）
②【本庄地域】
●対象地区　本庄、藤田、仁手、旭、北泉
●日時　２月 24 日㈮　午後３時～５時
●場所　JA 本庄営農経済センター
　　　　（仁手６２８- １）

　住み慣れた地域でいつまでも暮らし続けるために、
在宅医療について理解し、知識を深めるため講演会を
開催します。

●日時　２月19日㈰　午後１時30分～３時30分
            （開場　午後１時～）
●会場　JA埼玉ひびきの本店　ひびきのホール
　　　　（早稲田の杜１-14 -1）
●講師　湯沢　俊　先生（埼玉県医師会副会長）
●演題　～2025年がやってくる！そのとき医療は？
　　　　介護は？～
　　　　『地域医療構想と
　　　　　　　　　地域包括ケアシステムについて』
●定員　２００人（先着順）

※入場無料、申込不要です。どなたでも参加できます
　ので、お気軽に会場へお越しください。
※駐車場に限りがありますので、車で来場の際は、　
　乗り合わせのうえお越しください。

●共済期間　４月１日㈯～平成30年３月31日㈯
※加入申込は２月から受付をしています。期間途中に
　加入した場合は、加入日の翌日から３月 31 日まで
　となります。
●年会費　　一般　　　　　９００円
   　　　　　中学生以下　　５００円
●加入方法
　申込先にある申込書に必要事項
　を記入し、年会費とともに提出
●申込先
　危機管理課、総務課、
　ゆうちょ銀行及び郵便局　

《①②共通》
●内容
・研修会　「鳥獣による農作物被害の防除について」
　講　師　古谷　益朗　先生
               （埼玉県農業技術研究センター担当部長）
※児玉地域はイノシシ等「大型獣」、本庄地域はアラ
　イグマ等「小型獣」の被害防除がテーマです。
・話し合い（アンケート）
　地域の農業をどのように進めていくかを各地区の現
　状を踏まえ話し合います。

　アイバンク活動を基盤に行われる角膜移植手術は重
要な治療法で、全層角膜移植術に加えて術式の選択が
増えてきています。また通常の白内障手術と異なり、
角膜混濁眼に対する白内障手術は難易度の高い手術で
す。これらについて分かり易くお話しします。

●日時　３月４日㈯　午後２時～４時30分
　　　　(受付　午後１時40分～）
●会場　早稲田リサーチパーク・コミュニケーション
　　　　センター
●講師　山上　 聡

さとる

　氏
　　　　（日本大学医学部眼科学主任教授）
●演題　角膜移植手術の現状と白内障手術
●定員　１００人程度（事前申込者優先）
●費用　無料
●申込　２月28日㈫までに住所・氏名・連絡先を明記
　　　　のうえファックス又は電話で本庄早稲田国際
　　　　リサーチパークへ

イベント イベント

▶住み慣れた地域でいつまでも ▶医療講演会

★介護保険課☎�１７２２ ★（公財）本庄早稲田国際リサーチパーク
☎�７４５５・蕭�７４６５

★農政課☎�１１７７

★危機管理課☎�１１８４、総務課☎�１３３２

地域の医療と健康を考える会在宅医療推進公開講座 「人・農地プラン」に係る研修会・話し合いを開催

平成 29 年度
市町村交通災害共済の加入受付を開始　埼玉県北部地域で空き家バンク制度を始めます

Information ほんじょうインフォメーション

※「人・農地プラン」については農林水産省ホームページ（http://www.maff.go.jp/j/keiei/koukai/hito_　
　nouchi_plan.html）をご覧ください。

　近年、農業は従事者の高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加など厳しい状況に直面しています。「人・農地プラン」
は、このような人と農地の問題を解決するため、地域で話し合いし、作成する未来の設計図です。
　市では、「人・農地プラン」に係る研修会及び話し合いを下記により開催します。各地区の「人・農地プラン」
に登載済みか登載希望の農業者、離農を予定している農業者、新規就農・新規参入希望者などの参加をお待ちして
います。　

　増加する空き家を有効活用し、定住促進と地域活
性化を図ることを目的に、埼玉県北部地域の３市４
町（熊谷市、本庄市、深谷市、美里町、神川町、上
里町、寄居町）と宅建業者の専門家などと連携して、
空き家バンク制度を始めます。
　空き家バンクとは、市が窓口となって利活用可能
な空き家を、所有者の希望により物件を登録し、そ
の情報を３市４町で運営するホームページなどで広
く周知することで、市内に移住・定住を希望する人
などに紹介できる制度です。
　この空き家バンク制度に取り組むことで、空き家
問題の解決を図ってまいります。

空き家バンク登録の流れ
　市役所（企画課）へ相談・申込

　登録可能か判断するため、宅建業者等が調査

　空き家バンクに登録
　※登録された空き家は、今後、埼玉県北部地域空き家バ

　ンクホームページ等で情報を公開していきます。

　※物件の状態によっては登録

　できない場合があります。

お知らせ

お知らせ

お知らせ

▶賃貸・売却したい人と住みたい人の架け橋

▶人と農地の未来を設計

▶万が一に備えて家族で加入

★企画課☎�１１５７


